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あさくさホーム 12月開所に向けて!

今までの経過

あさくさホーム 12月開所に向けて!

　
平
成
27
年
９
月
会
議
が
８
日
か
ら
18
日
ま
で
の
11
日

間
行
わ
れ
ま
し
た
。
13
件
の
条
例
改
正
及
び
補
正
予
算

が
議
案
提
案
さ
れ
、
全
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
26
年
度
決
算
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
一
部
意
見

を
付
し
て
認
定
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
本
年
12
月
開

所
が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
あ
さ
く
さ
ホ
ー
ム
」
の
経
過

等
に
つ
い
て
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

介護施設完成予想イラスト

平成25年
用地買収
造成測量設計業務（造成工事費：約5000万円）

平成26年
当初の本体工事予算約３億8000万円に２億円の追
加補正予算が加わり、南会津会で施設整備を開始。

平成27年
さらに5940万円の追加補正予算が加わり、12月
初旬開所に向けて施設整備進行中。

2

９
月
会
議

全
員
協
議
会

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト

陳
情
・
請
願

一
般
質
問

教
え
て
議
会
の
こ
と



施設整備開所までの
費用総額

特　集
開所運営費
追加補正
5940万円

あさくさホーム 12月開所に向けて!

土地購入費 ２４４０万円
土地造成費 ２３１３万円
土地造成設計量 ３４６万円
本体工事費 ５億２７０４万円
外溝工事費 ５８３２万円
設計監理費 ９１８万円
開所運営費 ５９４０万円
取り付け道路工事費 ４２３９万円
総合計金額 ７億４７３２万円

※１万円未満を四捨五入しています。

あさくさホーム 12月開所に向けて!

本会議での質疑応答

　長浜地区の介護施設運
営補助（約５９４０万円）
の中身は？

　開所運営費の３３００
万円は、その後の収入で
戻るのか？

　南会津会の運営だが、
今回特別なものか？

　開所時運転資金として３３００万円、開所時消耗
品として、被服代・医薬品代・電算機器等のリース
代等１１４０万円、竣工式の経費２２０万円。その
他園長他２０人の職員に係る経費となっている。

　そのまま補助するので戻らない。

　地域密着型施設で、基本は只見町民の利用となる
ため、只見町が補助し財政支援をすることで南会津
会と調整済である。

問

問

問

答

答

答
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問
以
前
検
討
し
た
発

電
税
を
新
し
い
自

主
財
源
と
し
て
導
入
で
き

な
い
か
？

答
町
村
で
行
う
の
は

相
応
し
く
な
い
と

の
県
の
指
導
を
受
け
た
。

ダ
ム
立
地
自
治
体
の
全
国

組
織
の
中
で
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。

問
ど
の
程
度
の
効
果

が
出
て
い
る
の
か
？

答
難
し
い
課
題
だ
。

国
県
沿
線
町
村
と

努
力
を
継
続
す
る
。

問
多
額
の
決
算
額
だ

が
、
地
域
経
済
の

発
展
に
つ
な
が
っ
た
の

か
？答

ス
ピ
ー
ド
感
が
な

い
と
思
わ
れ
る
だ

ろ
う
が
、
ス
ピ
ー
ド
よ
り

着
実
な
積
み
上
げ
が
只
見

型
と
考
え
る
。

問
産
業
に
結
び
つ
い

て
い
な
い
。
海
外

の
先
進
事
例
の
住
民
視
察

を
す
べ
き
で
は
？

答
10
月
に
国
内
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
で
き

る
。
ま
ず
は
、
国
内
で
の

視
察
を
検
討
す
る
。

歳
出

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
質疑
応答

固
定
資
産
税
税
率

空
き
家
対
策

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

Ｊ
Ｒ
只
見
線

全
線
再
開
通
事
業

克
雪
対
策

発

電

税

問
お
知
ら
せ
版
で
の

告
知
が
分
か
り
に

く
い
。

答
申
請
者
に
は
直
接

出
向
い
て
説
明
を

し
、
誤
解
の
な
い
よ
う
努

め
た
い
。

歳
入

億円をチェック8787億円をチェックどのような成果があったか？

問
「
自
然
首
都
・
只

見
」
と
「
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
を
ど
う

使
い
分
け
る
の
か
？

答
「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
」
と
い
う

言
葉
の
使
用
は
、
文
部
科

学
省
に
よ
る
制
約
が
あ
る

が
、
町
民
が
混
乱
し
な
い

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

只見線縁結びラッピング車輛発進！

ユネスコエコパークに認定され、開発が進められている特産品

問
多
額
の
不
用
額
を

出
す
く
ら
い
な
ら

税
率
を
超
過
税
率
１
・
６

％
か
ら
通
常
税
率
１
・
４

％
に
戻
し
た
ら
ど
う
か
？

答
町
税
が
減
少
し
て

い
く
中
で
は
、
現

状
を
維
持
し
た
い
。

問
危
険
空
き
家
の
対

策
は
ど
の
程
度
進

ん
だ
か
？

答
審
議
会
委
員
を
検

討
中
だ
。
本
気
で

取
り
組
ん
で
い
る
。
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職
員
研
修

役
場
新
庁
舎
設
計
費

障
が
い
者
支
援

小
規
模
介
護
施
設

補　
　

助　
　

金

地
域
づ
く
り
交
付
金

軽
水
力
発
電

平成26年度

町の決算町の決算
総
額

予算は正しく
使われたか？

問
平
成
26
年
度
決
算

ま
で
の
設
計
費
総

額
は
？

答
設
計
支
援
業
務
委

託
で
約
３
０
２
６

万
円
、
本
体
設
計
３
社
で

約
５
２
５
０
万
円
、
総
額

約
８
２
７
６
万
円
だ
。

問
障
が
い
者
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
委
託

料
は
、
利
用
者
実
績
に
応

じ
て
支
払
う
方
式
に
変
え

問
当
初
は
約
３
億
８

０
０
０
万
円
の
計

画
だ
っ
た
が
、
度
々
の
補

正
で
総
額
は
い
く
ら
に
な

る
の
か
？

答
土
地
購
入
造
成
で

約
５
１
０
０
万
円
、

本
体
工
事
で
約
５
億
２
７

０
０
万
円
、
開
所
運
営
費

で
約
６
０
０
０
万
円
、
計

約
７
億
５
０
０
０
万
円
。

問
よ
り
効
果
あ
る
も

の
に
す
る
た
め
、

各
振
興
セ
ン
タ
ー
に
審
査

や
権
限
を
預
け
る
べ
き
で

は
？答

意
見
を
踏
ま
え
て

今
後
検
討
す
る
。

問
導
入
効
果
と
今
後

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
は
？

答
他
町
村
の
視
察
が

あ
っ
た
。
会
津
電

問
講
師
を
招
き
、
職

員
・
議
員
一
緒
の

研
修
を
す
べ
き
で
は
？

答
内
容
な
ど
に
も
よ

る
が
、
検
討
し
た

い
。

軽水力発電機「カッパ（Kappa）」が
水路で発電中

平成26年度各会計決算
会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
一　般　会　計 ６３億５５７９万円 ６０億４６４２万円 ３億９３６万円

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業 ５億３７４６万円 ５億３７４６万円 ０円
国民健康保険施設 ４億１３０８万円 ４億１１６５万円 １４３万円
後 期 高 齢 者 医 療 １億３３０２万円 １億３２９９万円 ３万円
介 護 保 険 事 業 ６億１３１６万円 ６億６３８万円 ６７８万円
介護老人保健施設 ２億４６８５万円 ２億４６７７万円 ８万円
訪問看護ステーション １３４４万円 １３４４万円 ０円
地域包括支援センター ９６１６万円 ９６１６万円 ０円
簡 易 水 道 ２億５６５４万円 ２億５６４３万円 １１万円
観 光 施 設 事 業 ５５０８万円 ５５０８万円 ０円
交 流 施 設 ６７２８万円 ６７２８万円 ０円
集 落 排 水 事 業 ３億１９３８万円 ３億１９３６万円 ２万円
朝 日 財 産 区 １１６１万円 ４６万円 １１１５万円
合　　　　　計 ９０億３２３６万円 ８７億３４０万円 ３億２８９６万円

（注）１万円未満の端数処理により、差引額が合わない部分があります。

る
べ
き
で
は
？

答
以
前
か
ら
ご
指
摘

を
頂
い
て
い
る
。

今
後
そ
の
点
も
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

力
㈱
に
出
資
し
、
今
後
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
協
議

し
て
い
く
。
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六
次
化
補
助
金

八
十
里
古
道

只

見

学

林
道
災
害
の
復
旧

多
額
の
減
額
補
正

公

用

車

訪
問
看
護

問
六
次
化
を
促
す
た

め
に
も
施
設
整
備

が
大
事
で
は
な
い
か
？
只

見
特
産
と
の
連
携
は
？

答
今
は
特
に
考
え
て

い
な
い
。

問
事
業
説
明
が
不
足

し
て
い
な
い
か
？

答
整
備
の
進
め
方
を

三
条
市
と
協
議
中

だ
。
国
の
史
跡
指
定
を
含

め
て
10
年
以
内
に
整
備
を

終
え
た
い
。

問
只
見
学
検
定
の
時

期
は
？

答
12
月
10
日
本
試
験

の
予
定
だ
。

問
何
路
線
完
了
し
た

か
？

答
全
37
災
害
路
線
中

２
路
線
（
黒
谷
・

塩
ノ
岐
）
を
除
い
て
、
本

年
度
中
に
完
成
す
る
。

問
エ
コ
パ
ー
ク
推
進

事
業
で
多
額
の
減

額
補
正
を
し
て
い
る
が
、

そ
の
原
因
は
計
画
・
見
積

り
の
甘
さ
で
は
な
い
か
？

問
購
入
基
準
は
？

答
使
用
目
的
に
合
っ

た
購
入
と
し
、
基

本
的
に
は
軽
自
動
車
だ
。

普
通
車
の
場
合
は
、
１
８

０
０
㏄
を
基
準
と
し
て
い

る
。

問
職
員
体
制
が
減
少

し
て
い
る
が
、
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

っ
て
い
な
い
か
？

答
職
員
数
は
減
少
し

て
い
る
が
、
頑
張

っ
て
不
便
を
か
け
な
い
よ

う
努
め
て
い
る
。

役
場
新
庁
舎
設
計

支　

援　

業　

務

地
域
医
療
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

問
支
援
業
者
は
仕
様

書
通
り
の
成
果
品

を
出
さ
な
か
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
が
、
契
約
通
り

の
竣
工
と
認
め
て
い
る
の

は
お
か
し
い
の
で
は
？

答
業
務
と
し
て
、
例

え
ば
地
元
産
材
の

活
用
を
検
討
は
し
て
き
た

実
態
は
あ
る
。

問
平
成
26
年
11
月
か

ら
の
稼
働
実
績
は
？

答
現
在
５
医
療
機
関

と
連
携
し
て
い
る

が
、
実
績
は
今
ま
で
な
い
。

国の史跡指定を目指す八十里古道

12月には検定試験も始まる只見学

着々と進む林道災害復旧工事

答
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ

く
し
ま
と
予
定
し

て
い
た
魚
族
調
査
事
業
が

計
画
通
り
に
い
か
な
か
っ

た
の
が
主
な
原
因
で
あ
る
。
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決
算
特
別
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
の
採
決
が
行
な
わ
れ
、

両
会
計
共
に
意
見
を
付
し

て
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
一
般

会
計
決
算
に
お
い
て
賛

成
・
反
対
に
分
か
れ
る
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告
書

　

役
場
新
庁
舎
建
設
支
援
業
務
予
算
に
お
い
て
仕
様
書

と
異
な
る
成
果
品
で
は
契
約
と
違
う
の
で
は
な
い
か
。

	

（
反
対
者
２
名
）

　

議
会
へ
充
分
な
説
明
が
あ
り
、
監
査
の
意
見
も
尊
重

し
賛
成
す
る
べ
き
だ
。	

（
賛
成
者
８
名
）

酒
井
・
山
岸

鈴
木
・
佐
藤

湯

ら

里

問
文
化
ホ
ー
ル
を
造

ら
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
よ
り
公
共
施
設
と
し

て
使
い
勝
手
良
く
充
実
さ

せ
て
は
ど
う
か
？

答
開
業
か
ら
20
年
近

く
経
過
し
て
お
り
、

町
民
福
祉
の
視
点
か
ら
も

今後のさらなる活用方法が問われる季の郷湯ら里

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
湯
ら
里
の
社
長
と

し
て
の
町
長
の
考

え
は
？

答
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
で
経
営

が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
良
し
と
は
思
っ
て
い
な

い
。
施
設
の
改
修
も
含
め

検
討
し
た
い
。

①固定資産税等、歳入が年々減少している。新税
の導入など歳入の確保に努力されたい。

②庁舎関連等、決算書の備考欄の説明が適切で
ない。より分かり易い説明に努められたい。

③重点事業の歳出予算は、本来、目的別に支出可
能な限度額を設定するものであり、特別の事情の
変更がない限り、議会の議決通り執行されるはず
である。今回、八十里古道、伊南川の魚族調査等の
ユネスコエコパーク推進事業は、予算に見合っ
た投資効果が得られていない。重点事業の
執行にあたり、企画・計画の段階からの詰めの甘
さがあり、行政効果と投資効果が見られない結果
となっている。今後、重点事業については、しっか
りと効果を見極めた明確な計画に基いた予算
組みによって、適正な財政運営に当たられたい。
④地域医療連携ネットワークシステムは、多
額の費用をかけて導入し、多額の維持管理費用が
かかっているにもかかわらず、利用実績がなく、
有効に活用されているとは言いがたい。予算に見
合った効果が見られるよう、活用改善に努めら
れたい。

反
対
討
論

賛
成
討
論

付した意見付した意見
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条例 あれ これ
新規・改正

個
人
情
報
保
護
条
例
決
ま
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
始
動

問
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
は
強
化

さ
れ
る
の
か
？

答
情
報
漏
れ
に

関
し
て
は
、

改
正
後
の
方
が
強
化

さ
れ
る
。

山
岸
議
員

　

情
報
漏
れ
が
な
い
と
は

言
え
な
い
。
責
任
が
と
れ

な
い
。

石
橋
議
員

　

国
が
施
行
す
る
法
律
に

対
し
、
只
見
町
に
個
人
情

報
を
保
護
す
る
条
例
が
な

い
の
は
困
る
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

問
具
体
的
な
事
業
は
、

地
方
創
生
戦
略
に

上
が
っ
て
く
る
の
か
？

答
今
後
、
実
施
計
画

等
に
基
い
て
実
行

し
て
い
く
。

　滝ダム堆砂除去のため、寄岩地区の町道路
線が変更となりました。

子どもたちの笑顔が広がる子育て広場

子
育
て
支
援
・
　
　
　

少
子
化
対
策
推
進
条
例

基
金
条
例
決
ま
る
　
　
　
　
　

基
金
額
　
約
８
０
０
０
万
円

問
明
確
な
事
業
計
画

が
な
い
ま
ま
基
金

を
積
ん
で
、
適
切
に
使
わ

れ
る
の
か
心
配
だ
が
？

答
具
体
的
な
事
業
は

決
ま
っ
て
い
な
い

が
、
子
育
て
支
援
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

個人番号カード見本

町道路線の変更

浚
しゅん

渫
せつ

船の　　　　
　停泊用地決まる
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南会津会 への

追加運営補助決まる!
補正
予算

東
邦
銀
行

株
式
売
却

保
健
セ
ン
タ
ー

草
刈
り
業
務
委
託
料

特
別
職
報
酬

只
見
振
興
セ
ン

タ
ー
：
生
涯
学
習

推
進
委
員
報
酬

ふ
る
さ
と
納
税

業
務
委
託
料

介
護
老
人
福
祉

補

助

金

８２２３万
６０００円

２１万６０００円
３８０８万
９０００円

△６６万４０００円

１４７万円

５９４０万円

問
昭
和
48
年
に
指
定

金
融
機
関
と
な
っ

た
際
に
取
得
し
た
よ
う
で

は
あ
る
が
、
売
却
の
理
由

は
？答

子
育
て
支
援
事
業

の
予
算
に
充
て
る

財
源
を
確
保
す
る
た
め
。

問
中
身
は
？

答
今
回
、「
自
然
首

都
・
只
見
米
」
を

加
え
た
い
。
３
０
０
件
を

予
定
し
て
い
る
。

　

今
回
は
６
農
家
が
応
募

し
た
。

問
減
額
理
由
は
？

答
４
月
か
ら
生
涯
学

習
推
進
員
が
不
在

問
南
会
津
会
が
運
営

す
る
施
設
に
な
ぜ

再
度
の
追
加
補
正
か
？

問
各
課
同
じ
基
準
で

の
委
託
料
か
？

答
賃
金
単
価
９
０
０

０
円
で
時
間
数
で

決
め
て
い
る
。
今
後
極
端

な
差
が
出
な
い
よ
う
調
整

を
図
っ
て
い
く
。

問
３
名
分
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
年
度

内
に
副
町
長
登
用
の
予
定

は
あ
る
の
か
？

答
不
在
の
期
間
が
長

引
い
た
こ
と
は
町

長
で
あ
る
私
に
責
任
が
あ

る
。

これぞ「只見米」

順調に建設が進む「あさくさホーム」

だ
。
過
去
３
回
募
集
し
て

い
る
が
、応
募
が
な
い
た
め
。

答
長
浜
地
内
に
で
き

る
介
護
福
祉
施
設

の
開
所
費
用
、
準
備
人
件

費
、
事
務
費
な
ど
の
た
め
。

只
見
町
民
の
み
対
象
の
施

設
で
あ
る
た
め
、
只
見
町

の
費
用
負
担
要
請
に
応
え

る
も
の
だ
。

質
疑
応
答

（
※
）南
会
津
会
：
南
会
津

郡
内
の
老
人
介
護
施
設
を

運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人

９
月
補
正
額
3
3
0
4
万
9
0
0
0
円

７
３
億
97

0
5
万
1
0
0
0
円

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算

補
正
後
の
予
算
総
額

（※）
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設計者：アーキプロとの協議

● 豪雪地域の建築で、冬期間の工事経費は当然積算に加えるべき。
● 競争原理が働かない入札でなかったか。
● 結局、14億円の予算で出来るのか。

❶ 鉄骨工事の見積もりに大きな開きがあった。
❷ 工事をしていく上での共通経費部分（足場代等）にかかる積算方法
の考え方に、設計業者と入札業者で違いがあった。

❸ 冬期間の屋外工事への考え方に、町当局と入札業者で違いがあった。

議会と協議の上再入札へ
吉松氏：「設計変更なしに14億円での建設は厳しいだろう。設計を考え直すことも視野に入れていくが、
　　　　　２年間の打合せを通して町や議会のご要望に応えたものが出来上がっていると思うので、
　　　　　一部の設計変更でできるだけ予算の前後で落札できるように努力したい。」

設計者による不落への見解

「アーキプロ」の吉松秀樹氏（左）が状況説明

◦設計変更後の図面を見て判断したい。設計変更を議会と協議した上で再入札をしてほしい。
◦発注者としての町当局側での不落の原因検証が先ではないか。
◦事業総額が示されておらず、町民に説明しかねる。

こ
れ
ま
で
の
経
過

当
初
予
算

14
億
円
を
認
め
る

６
月
12
日

入
札
不
落

６
月
19
日

議
会
へ
不
落
の
説
明

８
月
11
日

設
計
者
よ
り
説
明

８
月
31
日

支
援
業
者
よ
り
説
明

９
月
11
日

議
員
間
で
意
見
出
し

設計者：アーキプロとの協議

こ
れ
ま
で
の
経
過

全員協議会で出された意見

8月11日

全員協議会で出された意見

議会の意見

※以上すべての意見は、あくまでも協議中に出された各議員個人個人の意見にすぎず、議会としてのまとまった意見では
ありません。
また、これらの意見に対する町当局からの明確な回答を得られる議会との協議の場を、現在までにまだ持てていません。
入札不落後の新庁舎建設の進め方については賛否両論あり、様々な指摘も出されていますが、町当局としては、「法的・
手続き的に何も問題はない」との考えであり、「現在依頼している設計変更が業者から提出され次第、速やかに議会に
諮って協議をした上で、再入札をしたい考え」とのことです。
よって、これらの各議員の意見を踏まえた町当局との協議は、今後の全員協議会に委ねられることになります。
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設計支援業者：環境システム研究所との協議

❶ 鉄骨構造については、設計者は特に難度の高い工事
とは認識していなかった。

❷ コンサルタントとして、設計者との細かい調整が不
足していた反省もある。

❸ 入札に関して、契約システムの関係は提案したが、
決定権はない。

14億円に収めるべく設計変更
新庁舎建設

実施設計支援業者による不落への見解

原田氏：「設計者との細かい調整が不足していた面は否めず、反省している。
　　　　　現在、詳細を分析中だ。」

説明中の環境システム研究所の
原田氏（左）と安藤氏（右）

問
建
設
総
額
は
い
く
ら
か
？

答
ま
だ
見
通
せ
な
い
も
の
も
あ
る
。

問
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
の
契
約
は
、

6
月
30
日
で
切
れ
て
い
る
の
で

　
　
　

は
な
い
か
？

答
切
れ
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て

の
契
約
は
し
て
い
な
い
。

問
入
札
不
落
の
責
任
は
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
あ
る
か
？

答
そ
れ
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

問
冬
期
施
工
を
想
定
し
て
い
な
い

事
を
業
者
に
伝
え
た
か
？

答
現
場
説
明
し
て
い
る
。

質
疑
応
答

◦設計者・町業務支援者との契約期限は本年6月30日で失効しているが、その成果品を認められるのか。
◦現設計での再入札を断念した時点で14億円の予算は失効していないか。
◦部分設計変更で14億円に収まるとは思えないので、一からやり直すべき。
◦設計変更で14億円に収まるなら、このまま進めてほしい。
◦同じ14億円でも内容を変えて議決することは瑕疵ある議決となる。それは当局の責任ではなく議会
の責任になる。
◦適法でない議決はしたくないが、当局は各関係機関と相談の上で決定したことだろうと考える。
◦14億円以内なら地元産材利用等、当初のこだわりを断念しても良いのか建設の意義を問いたい。
◦設計変更への無償対応はよくあること。合意したことを成文化して契約書を作るとのことなので、
法的には問題ないのではないか。

設計支援業者：環境システム研究所との協議

全員協議会で出された意見

8月31日

全員協議会で出された意見9月11日
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調 査 研 修
総務厚生 エコタウン＆シルバー人材センター
経済文教 木質バイオマスエネルギー
広報広聴 議会だより＆議会報告会

視 察 日　平成27年8月4日～6日
目　　的　公民連携の地域づくり・高齢者の生きがい対策を視察
内　　容
■岩手県紫波町
①中心市街地活性化計画
　国からの補助金に頼ることなく公民連携で
地域活性化を進めている岩手県紫波町「中央
駅前都市計画整備事業」（オガールプロジェク
ト）を視察。駅前を中心に数々の施設が入っ
た複合施設をオープンし、年間80万人が訪れ
るとのこと。

②町産材活用
　町産木材を80％以上使用した町内業者での建設、木質バイオマ
スボイラーを熱源とした冷暖房設備を導入した「オガールタウン」
という住宅整備事業を進めている。
③シルバー人材センター
　高齢者の社会参加と生きがい対策として、シルバー人材センタ
ーを立ち上げ、現在年齢85歳の高齢者も活躍しており、高齢者の
生きがい対策として効果を上げている。

所　　感
　駅前整備事業については、整備・運営に当たって民間資本が導入されている点が特徴で、新し
い公共事業のあり方が採用されている。
　高齢者の生きがい対策については、当町でも９月会議において「シルバー人材センター」立ち
上げに向けた予算が議決され、今後社会福祉協議会を中心に準備が進められる。今後、担当委員
会としても高齢者の生きがい対策づくりに向け調査を進める。尚、宮城県大郷町のシルバー人材
センターも視察している。

高齢者や地域資源を活かした
　活力ある地域社会づくりを学ぶ

総務厚生常任委員会

綺麗に整備されたオガールタウンの一部の景観
（岩手県紫波町）

オーストリア製チッパーを使った
チップ生産現場
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森林資源の活用を学ぶ

町政の今をもっとわかりやすく伝えたい

視 察 日　平成27年8月5日～7日
目　　的　木質バイオマスエネルギーの導入事例を視察
内　　容
■新潟県柏崎市　災害時もエネルギー供給を可能とするしくみを作るため、下水汚泥からの消化
ガス利活用、廃食用油の利活用、木質バイオマス資源の利活用等の事業を展開している。
■山形県小国町　平成17年小国町環境計画を策定。役場庁舎駐車場、町道歩道の消雪熱源を重油
から木質バイオマスエネルギーに転換、現在公共施設を中心に活用を図っていた。
■山形県最上町　再生可能エネルギーの地産地消を目指し、町の保健、医療、福祉の「総合施設
ウェルネスプラザ」の冷暖房・給湯を３基の木質バイオマスボイラーを融合させ、エネルギーの
地産地消を実践している。
所　　感
　現在当町でも、平成29年度を目途に湯ら里への木質バイオマスボイラーの導入が検討されてい
る。間伐材等の材の集積の仕組みをどう作るかなどの課題はあるが、今後実現に向け更に調査を
進めていく。

視 察 日　平成27年7月15日～17日
視察場所　◦山形県庄内町議会
　　　　　 ◦宮城県川崎町議会
　　　　　 ◦福島県議会自由民主党福島県支部連合会
目　　的　◦議会広報誌及び議会報告会・一般会議の充実に

ついて情報交換するために、平成26年度議会
広報全国コンクール入選議会を視察。
◦今後の議会におけるIT活用のあり方を研究すること。

内　　容
★議会だより　伝えたい内容部分をより充実させる方法や、読まれにくい不要なページ・箇所に
ついての考察が進んだ。活字の苦手な住民でも一目で内容を把握できるよう、いかにシンプルか
つ要点をついたものにしていけるか、多くの示唆を得た。
★議会報告会　参加者が少なく、いつも同じ面子になっていく問題点はどこも同じようだ。
　代わりに座談会形式のものを導入し始めているのも同様。テーマの設定の仕方、声をかける団体
の種類、住民目線の内容等がポイントだ。今後どのような運営を試みていくべきかの示唆を得た。
★ＩＴ活用　iPadミニを導入している団体での活用状況を伺った。当議会に導入予定はないが、
議員個人所有のモバイルツールを活用することで、以下２点のネット整備を進めたい。
①議会専用ページに配布済み資料等を掲載　　②スケジュール共有

経済文教常任委員会

広報広聴常任委員会

山形県庄内町議会での視察状況
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議会活動　　リポート

　

８
月
28
日
、
議
員
全
員

で
福
島
県
選
出
国
会
議
員

並
び
に
「
赤
字
ロ
ー
カ
ル

線
災
害
復
旧
等
を
支
援
す

る
議
員
連
盟
」
会
長
に
、

只
見
線
全
線
復
旧
を
積
極

的
に
推
進
す
る
た
め
の
要

望
を
し
ま
し
た
。
５
月
に

行
な
っ
た
要
望
活
動
に
引

き
続
き
の
活
動
で
す
。

　国会議員に要望書提出をした後、東京都内において祝賀会が開催
されました。写真展並びに祝賀会には、只見町民の他関係各所から
多くの方が参加され、只見町を広くＰＲすることができました。

５年以内の暫定供用を目指 して

鉄道軌道法の
　 早期改正を!

只見町の美しい　　　　
　写真集ができました！

小熊慎司議員に要望書を提出

　

７
月
27
日
、
国
道
２
８
９
号
八
十
里
越

地
点
開
発
促
進
期
成
同
盟
会
が
開
催
さ
れ
、

工
事
進
捗
状
況
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

工事中の福島県側「７号橋梁」

※新潟県側「7号トンネル（952m）」：平成27年度貫通予定
※新潟県側「6号トンネル（1195m）」：平成29年度貫通予定
※新潟県側「5号橋梁（337m）」　　：平成27年度基礎工事
　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年度橋脚工事

　この３工事が完了次第、工事用仮設道路を利用して暫定
供用ができるとのことで、５年後の光が見えてきました。
三条市は今年合併10周年を迎えましたが、20周年記念式典
の際には八十里を越えて行ける希望が見えた総会でした。
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７
月
10
日
に
南
会
津
町

「
さ
ゆ
り
会
館
」に
お
い
て

南
会
津
地
方
議
会
議
員
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

只
見
町
議
会
か
ら
は
次
の

３
件
に
つ
い
て
要
望
し
、

要
望
通
り
決
議
さ
れ
ま
し

た
。

②
県
道
２
路
線
の
通
行
止

め
区
間
の
解
除
及
び
通

年
通
行
確
保
に
つ
い
て

　

町
内
を
縦
横
断
す
る

「
県
道
小
林
・
舘
ノ
川
線
」

の
土
砂
崩
れ
箇
所
の
早
期

復
旧
と「
県
道
布
沢
・
横
田

線
」
を
含
む
２
路
線
の
通

年
通
行
を
確
保
す
る
こ
と
。

５年以内の暫定供用を目指 して

議
会
か
ら
県
へ
３
件
の
要
望

③
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
早
期

全
線
復
旧
に
つ
い
て

　

只
見
町
及
び
会
津
地

方
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

確
保
、
観
光
・
産
業
振

興
の
た
め
、
J
R
只
見

線
の
早
期
全
線
復
旧
を

強
く
要
望
す
る
。

只見町から要望する目黒議員

①
河
川
流
水
占
用
料
の

関
係
町
村
へ
の
還
元

交
付
に
つ
い
て

　

河
川
法
に
基
づ
き
、

県
が
徴
収
す
る
河
川
流

水
占
用
料
の
一
部
を
流

水
発
生
地
域
に
配
分
し
、

地
域
固
有
の
自
主
財
源

と
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。
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〈陳情者〉蒲生区長　五十嵐修　⇒　総務厚生常任委員会に付託

〈請願者〉森林労連林野関連労働組合関東地方本部南会津支署分会　執行委員長　猪俣源一
〈紹介議員〉鈴木征　⇒　経済文教常任委員会に付託

〈陳情者〉只見町塩ノ岐区長　馬場清嗣、只見町坂田区長　飯塚信、只見町布沢区長　荒井安行
⇒　経済文教常任委員会に付託

〈陳情者〉人口減社会を生きる只見町民の会　目黒道人　他２名　⇒　総務厚生常任委員会に付託

〈
陳
情
者
〉
会
津
地
方
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
期
成
同
盟
会 

会
長 

手
代
木
和
之

【
審
査
結
果
】
不
採
択

【
理
由
】
前
回
の
陳
情
と
同
様
、
自
衛
隊
の
災
害
時
に
お
け
る
救
助
活
動
な
ど
は
高
く
評
価

す
る
と
共
に
敬
意
を
表
し
て
い
る
が
、
本
町
及
び
周
辺
地
域
一
帯
は
文
化
遺
産
・
自
然
資
源

の
宝
庫
で
あ
り
、
様
々
な
面
で
の
懸
念
が
払
拭
で
き
な
い
た
め
。

〈
陳
情
者
〉
人
口
減
社
会
を
生
き
る
只
見
町
民
の
会 

代
表 
目
黒
道
人 

他
16
名

【
審
査
結
果
】
不
採
択

【
理
由
】
町
民
の
強
い
要
望
の
中
で
建
設
が
急
が
れ
る
も
の
で
あ
り
、
既
に
基
本
設
計
も
準

備
さ
れ
て
い
る
。
陳
情
の
趣
旨
は
十
分
理
解
で
き
る
が
、
施
設
の
必
要
性
を
判
断
し
た
た
め
。

〈
陳
情
者
〉
人
口
減
社
会
を
生
き
る
只
見
町
民
の
会 

代
表 

目
黒
道
人 

他
16
名

【
審
査
結
果
】
採
択

【
理
由
】
現
在
い
く
つ
も
の
施
設
整
備
事
業
計
画
が
あ
り
、
今
後
の
財
政
状
況
等
鑑
み
て
、

こ
の
事
業
の
実
現
性
は
低
く
、
既
存
施
設
の
改
修
等
で
対
応
し
た
い
と
の
町
当
局
の
方
針
が

陳
情
の
趣
旨
に
沿
う
も
の
と
判
断
し
た
た
め
。

陳
情
者
か
ら
取
り
下
げ
が
出
さ
れ
、
８
月
会
議
に
お
い
て
取
り
下
げ
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

陳情
請願
審
査
結
果

新たに付託されたもの

継続審議

1
防
衛
省
自
衛
隊
第
2
施
設
団
第
11
施
設
群
誘
致
に
関
す
る

意
見
書
提
出
の
陳
情
書

2
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
建
設
反
対
の
陳
情
書

♳避難所施設整備に係る陳情書

♳森林吸収源対策に係る安定的財源確保と山村振興対策の推進を求める
意見書提出の請願について

♴認定外給水設備整備に対する支援と受益者負担金の軽減をお願いしたい件

♵役場庁舎建設の構造計画変更を求める陳情書

3
文
化
ホ
ー
ル
建
設
反
対
の
陳
情
書

4
只
見
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
施
設
の
充
実
に
関
す
る

陳
情
の
取
り
下
げ

①只見町農業政策に関する請願
→　経済文教常任委員会に付託

８月会議付託

９月会議付託

災害派遣自衛隊車輛
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9月会議一般質問
この町を想い、町政を問う。

９人の議員が登壇

　大塚純一郎　…………………………　１8
◦産業・農業振興策は
◦町内業者の育成・支援策は
◦シルバー人材センターの早期設立を

　新國　秀一　…………………………　19
◦役場新庁舎建設の見通しは
◦少子化対策の新たな取り組みは
（◦住民訴訟の経過は）

　小沼　信孝　…………………………　20
◦中心市街地活性化事業どう進める

　藤田　　力　…………………………　21
◦「ふるさと住民票」を発行すべき
◦観光客数は震災前に回復したのか

　目黒　仁也　…………………………　22
◦まずは新庁舎不落の原因検証を
◦住民の声を受け一旦留まるべき

　鈴木　　征　…………………………　23
◦奥会津学習センターの建設方針は
◦新庁舎建設への地元の関わりは

　石橋明日香　…………………………　24
◦地域通貨の導入を
◦電源開発との電力自由化後の話し合いの
進捗は

◦町の新規建築物計画と既存建物の利活用
を含めた全体計画は

　酒井　右一　…………………………　25
◦只見町は滅亡・消滅しないのか

　山岸フミ子　…………………………　26
◦学童保育試行の成果は
◦生活弱者への綿密な配慮が必要

※１議員１ページの割り当てとなっているため、ページの都合上、質問・答弁はその概要を掲載して
おります。詳しい内容については、議会ホームページの議会中継からバックナンバーにて中継動画
を掲載しておりますので、ご覧ください。

※質問したが誌面の都合上掲載できなかった
ものは括弧内に記しています。
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議
員

大お
お

塚つ
か

純じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

問
農
業
振
興
策
の
遂

行
に
お
け
る
認
定

農
業
者
と
中
小
零
細
農
業

者
の
現
状
は
。

答
重
点
振
興
作
物
の

ト
マ
ト
、
花
卉
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
収

入
が
見
込
め
る
作
物
と

し
て
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
稲
作
等
土
地
利
用

型
農
業
に
つ
い
て
は
、

規
模
拡
大
を
図
っ
て
き

た
が
、
米
価
下
落
や
、

資
材
高
騰
も
相
ま
っ
て

経
営
が
悪
化
し
、
先
行

き
不
安
意
欲
減
退
が
拡

大
し
て
い
る
。
一
方
で

問
只
見
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の

早
期
の
設
立
と
運
営
活
用

を
求
め
る
。

答
只
見
町
社
会
福
祉

協
議
会
が
主
体
と

な
っ
て
設
立
準
備
を
進
め
、

町
も
連
携
強
化
・
支
援
し

て
い
く
。

問
高
齢
者
の
経
験
と

能
力
を
活
か
し
た

答 重要と考え連携して取り組む

産業・農業振興策は

楽
し
み
な
が
ら
所
得
に
結

び
つ
け
る
、
畑
を
利
用
し

た
多
品
種
少
量
生
産
の
産

直
事
業
へ
の
移
行
も
見
ら

れ
る
。

問
「
産
業
の
６
次
化

推
進
」「
只
見
型
の

道
の
駅
」
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
考
え
る
と
き
で

は
な
い
か
。

答
必
要
性
は
認
め
て

い
る
が
、
実
現
に

向
け
て
更
な
る
検
討
は
必

要
と
思
う
。

問
町
内
の
循
環
型
経

済
活
動
の
取
り
組

み
の
現
状
と
効
果
は
。

町
内
業
者
の
育
成
・
支
援
策
は

答 

切
れ
目
の
な
い
事
業
展
開
を

６次化推進のカギとなる南郷トマト商品

活
力
あ
る
地
域
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
も
、
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

の
組
織
と
し
て
、「
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
の
設

立
と
運
営
が
急
務
で
あ
る
。

答
町
と
し
て
27
年
度

内
の
組
織
の
立
ち

上
げ
に
向
け
て
支
援
し
て

い
く
。

答
町
内
の
商
店
等
小

売
業
の
現
状
を
踏

ま
え
、
地
域
外
か
ら
の
外

貨
獲
得
と
、
消
費
が
地
域

外
に
流
出
す
る
こ
と
な
く

答
災
害
時
に
お
け
る

応
急
復
旧
活
動
や

冬
期
間
の
除
雪
事
業
を
通

じ
、
安
心
安
全
な
暮
ら
し

を
守
る
こ
と
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
。
年
間
を
通

問
今
後
の
公
共
施
設

建
設
計
画
に
お
け

る
町
内
業
者
の
育
成
、
支

援
策
は
。

じ
た
安
定
的
な
職
場
の
維

持
は
、
必
要
不
可
欠
。
地

元
企
業
へ
の
優
先
発
注
、

切
れ
目
の
な
い
事
業
展
開

に
努
め
る
。

循
環
で
き
る
政
策
を
展
開

し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、

着
地
型
観
光
の
取
り
組
み
、

宿
泊
飲
食
業
支
援
策
等
に

よ
り
滞
在
型
交
流
人
口
の

増
加
に
努
め
る
。「
ス
ー
パ

ー
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

事
業
に
よ
る
地
元
消
費
拡

大
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

答 設立準備を進めていく

シルバー人材センター
　の早期設立を
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議
員

新に
っ

國く
に

秀ひ
で

一い
ち

役
場
新
庁
舎
建
設
の
見
通
し
は

答 

当
初
予
算
内
で
再
入
札
を
行
う

問
役
場
新
庁
舎
建
設

入
札
不
落
の
経
緯

と
今
後
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
伺
う
。

　

新
庁
舎
完
成
ま
で
の
総

額
及
び
現
在
ま
で
に
使
用

し
た
金
額
は
い
く
ら
か
。

ま
た
、
本
年
度
の
予
算
と

し
て
は
時
期
的
に
執
行
で

き
な
い
と
見
る
が
、
町
長

の
見
通
し
は
。

答
施
工
業
者
を
大
手

業
者
と
地
元
業
者

の
Ｊ
Ｖ
に
よ
る
指
名
競
争

入
札
で
執
行
で
き
る
こ
と

に
し
、
予
備
指
名
通
知
を

大
手
５
社
、
地
元
５
社
に

発
送
し
、
そ
の
後
Ｊ
Ｖ
結

成
の
届
出
が
あ
っ
た
１
社

に
対
し
指
名
通
知
を
し
、

入
札
執
行
し
た
が
、
予
定

価
格
を
超
え
る
入
札
額
で

あ
っ
た
た
め
不
落
と
な
っ

た
も
の
だ
。
現
在
は
、
次

回
の
入
札
執
行
に
向
け
、

先
の
不
落
の
要
因
を
精
査

し
、
設
計
内
容
の
一
部
見

直
し
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

新
庁
舎
建
設
の
全
体
総

額
は
、
27
年
度
当
初
予
算

の
範
囲
内
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
金
額

は
基
本
計
画
・
基
本
設

計
・
実
施
設
計
で
約
１
億

５
０
０
０
万
円
く
ら
い
だ
。

問
設
計
事
務
所
の
ア

ー
キ
プ
ロ
や
設
計

支
援
業
務
委
託
の
環
境
シ

ス
テ
ム
研
究
所
と
の
契
約

は
本
年
６
月
末
日
で
切
れ

て
い
る
が
、
そ
の
後
町
長

か
ら
設
計
変
更
の
指
示
が

あ
っ
た
よ
う
だ
。
設
計
変

更
に
伴
う
新
た
な
契
約
や

そ
れ
に
伴
う
金
銭
は
発
生

し
て
い
な
い
の
か
。

答
確
か
に
契
約
は
６

月
30
日
で
切
れ
て

い
る
が
、
道
義
的
に
お
願

い
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

新
た
な
金
銭
は
発
生
し
な

い
。
設
計
変
更
に
つ
い
て

は
、
議
会
の
皆
様
に
は
十

分
説
明
を
行
な
っ
て
い
く
。

総
額
は
あ
く
ま
で
当
初
予

算
14
億
円
以
内
と
考
え
て

お
り
、
年
内
の
入
札
執
行

を
目
標
と
し
て
い
る
。

問
少
子
化
対
策
と
し

て
、
新
た
な
政
策

を
聞
き
た
い
。

答
今
般
、
子
育
て
支

援
・
少
子
化
対
策

推
進
基
金
を
提
案
し
た
。

条
例
の
成
立
後
に
は
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
に
基
づ
い
て
各
種
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

耐震性に問題がある現在の只見町役場

そ
の
他
に
、
第
７
次
振
興

計
画
及
び
地
方
創
生
総
合

戦
略
の
中
で
様
々
な
分
野

に
ま
た
が
り
、
新
た
な
施

策
を
含
め
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

※
他
に
、「
住
民
訴
訟
の
経

過
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

答 条例や計画に基づき
取り組んでいく

少子化対策の
　新たな取り組みは
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小お

沼ぬ
ま

信の
ぶ

孝た
か

答 商工会と連携して推進

中心市街地活性化事業
　どう進める

問
今
後
、
本
事
業
を

進
め
る
考
え
は
。

答
本
町
の
経
済
振
興

の
柱
と
位
置
づ
け
、

計
画
だ
け
で
終
わ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
商
工
会
と

連
携
し
事
業
推
進
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

問
こ
の
事
業
の
制
度

概
要
は
。

答
町
、
商
工
会
、
各

種
団
体
、
民
間
事

業
者
等
で
協
議
会
を
作
り
、

事
業
案
を
出
し
、
町
が
基

本
計
画
を
策
定
し
て
国
に

認
定
申
請
を
出
し
認
め
ら

れ
た
な
ら
、
国
か
ら
の
３

分
の
２
の
補
助
を
受
け
ら

れ
る
事
業
だ
。

問
平
成
25
年
度
に
商

工
会
よ
り
只
見
駅

の
複
合
施
設
建
設
要
望
を

出
し
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
と

協
議
し
た
の
か
。

答
Ｊ
Ｒ
本
社
に
申
し

入
れ
を
し
た
。

問
只
見
駅
舎
を
只
見

町
が
建
設
し
て
で

も
全
線
開
通
を
願
っ
て
い

る
か
ら
こ
そ
出
て
き
た
要

望
だ
。
Ｊ
Ｒ
か
ら
は
建
設

に
対
し
て
ど
の
様
な
回
答

が
あ
っ
た
の
か
。

答
Ｊ
Ｒ
も
趣
旨
は
理

解
し
た
の
で
年
度

な
ど
は
特
定
で
き
な
い
が
、

方
向
性
は
一
致
し
て
い
る

と
の
見
解
で
あ
っ
た
。

問
複
合
施
設
に
併
設

し
て
鉄
道
資
料
館

の
案
も
出
て
い
る
よ
う
だ

が
。答

只
見
線
を
除
雪
し

て
い
た
ラ
ッ
セ
ル

車
、
町
に
あ
る
Ｓ
Ｌ
、
キ

ハ
４
０
系
な
ど
の
話
が
あ

る
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
問
題

も
あ
る
の
で
現
在
検
討
し

て
い
る
所
だ
。
と
に
か
く

駅
前
の
賑
わ
い
づ
く
り
に

活
用
し
て
い
き
た
い
。

問
只
見
地
区
は
駅
前

を
中
心
と
し
た
中

心
市
街
地
計
画
で
活
性
化

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
朝
日
地
区
は
福
祉
医

療
施
設
を
中
心
と
し
た
計

画
、明
和
地
区
は
文
化
財
・

民
具
収
蔵
を
含
め
た
文
化

的
施
設
を
中
心
と
し
た
計

画
も
行
な
っ
て
い
っ
て
も

ら
い
た
い
が
、
い
か
が
か
。

答
只
見
地
区
は
現
在

検
討
中
で
あ
り
、

明
和
、
朝
日
に
つ
い
て
も
、

今
集
落
が
抱
え
て
い
る
課

題
が
沢
山
あ
る
の
で
、
地

元
の
人
た
ち
と
協
議
を
し

て
今
後
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
再
度
確
認
だ
が
、

現
在
動
き
出
し
て

い
る
事
業
は
進
め
て
い
く

と
い
う
事
で
間
違
い
な
い

か
。答

間
違
い
な
い
。
商

工
会
を
中
心
と
し

て
今
年
度
い
っ
ぱ
い
協
議

し
て
頂
い
て
ス
タ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
。

商工会から提案されている「道の駅」（商業交流施設）のイメージイラスト図
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藤ふ
じ

田た

　

力ち
か
ら

観光施設別観光入り込み数（年間）
平成25・26年度対比資料：只見町役場観光商工課

施　設　名 ２５年度 ２６年度
田子倉レークビュー ４４，７５２人 ４８，７７４人
青少年旅行村 ５，３１４人 ５，３３６人
只見町ブナセンター ５，２９５人 ７，４２７人
河井継之助記念館 ４，１７８人 ５，２３２人
歳時記会館 １７，６６４人 １６，４９４人
只見スキー場 ５，２５０人 ５，７４０人
考古館 ４７２人 １，１９６人
叶津番所跡 ８０８人 ９５０人
浅草岳 ２，３６５人 ２，４１８人
蒲生岳 １，７６９人 １，１５０人
恵の森 ３，７３５人 ３，８０５人
雪まつり ２３，０００人 ２８，０００人
トリムウオーク １７９人
水の郷まつり １，０００人
ウキウキわいわい １，５００人
うまいもんまつり ２，０００人 ２，８２１人
グリーンライフ ６７人 ３１人
新そばまつり １１６人 １４０人
山菜まつり ３２０人 ２３０人
ＳＬ風っこ運行 １６２人
湯ら里　日帰り入浴（町外）
　　　　日帰り入浴（町民） ８，８４０人 ８，０２８人

１３，１５１人
湯ら里　宿泊
　　　　宴会
　　　　レストラン

１０，０６４人
１０，６３６人
１０，３４７人
１８，７７４人

むら湯 ４３，２３０人 ３８，８２０人
只見保養センター １３，９０６人

９月から ２４，０７０人
森林の分校ふざわ　宿泊 １，２９３人 １，４８９人
森林の分校ふざわ　日帰り
分校森の案内 ８８７人 ４３４人

１，１７７人
町内民宿・旅館 ２５，０００人 記載無し
農家民泊 ２４４人 １２１人

合　　　計 ２２１，５６９人 ２５８，６３２人

「
ふ
る
さ
と
住
民
票
」
を

　
発
行
す
べ
き答 

制
度
化
を
検
討
し
た
い

問
「
ふ
る
さ
と
住
民

票
」
の
発
行
を
提

案
す
る
。
民
間
の
シ
ン
ク

タ
ン
ク
構
想
日
本
が
提
案

し
た
も
の
で
地
域
の
活
性

化
や
移
住
促
進
に
大
き
く

期
待
で
き
る
と
思
う
。
只

見
町
に
置
き
換
え
る
と

①
発
行
す
る
人　

町
出
身

者
・
柏
市
民
・
ふ
る
さ

と
納
税
者

②
ポ
イ
ン
ト　

当
面
、
広

報
た
だ
み
や
議
会
だ
よ

り
の
発
送

③
特
典　

町
内
の
観
光
施

設
利
用
の
割
り
引
き

◦
湯
ら
里
の
町
民
プ
ラ
ン

◦
只
見
ス
キ
ー
場
の
町
民

割
り
引
き（
新
設
）

◦
町
湯
の
町
民
割
り
引
き

（
新
設
）
等

　

町
民
よ
り
も
町
出
身
者

が
は
る
か
に
多
い
現
状
の

中
、
活
性
化
の
一
助
と
し

て
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
年
内
に
導
入
す
る

市
町
村
が
あ
る
こ

と
か
ら
導
入
自
治
体
を
参

考
に
し
て
、
只
見
町
と
し

て
の
制
度
化
を
検
討
す
る
。

そ
の
際
、
提
案
さ
れ
た
、

発
行
す
る
人
・
特
典
な
ど

に
つ
い
て
参
考
に
し
た
い

の
で
引
き
続
き
提
案
を
お

願
い
し
た
い
。

答 25万人に増加、回復した

観光客数は震災前に
　回復したのか

問
８
月
８
日
の
日
経

新
聞
「
只
見
ユ
ネ

ス
コ
一
年
」
の
中
で
、
只

見
町
の
昨
年
度
の
観
光
客

が
25
万
人
で
震
災
前
の
22

万
人
を
超
え
た
と
報
道
さ

れ
た
が
、
町
長
は
こ
の
報

道
を
ど
う
思
う
か
。

答
震
災
・
豪
雨
災
害

が
あ
っ
た
23
年
は

15
万
人
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

26
年
は
、
ユ
ネ
ス
コ
登
録

の
効
果
も
あ
り
25
万
人
ま

で
増
加
し
た
。

問
同
じ
記
事
の
中
で

只
見
町
ブ
ナ
セ
ン

タ
ー
長
の
話
と
し
て
、「
観

光
客
の
大
幅
増
加
策
を
町

は
採
用
し
な
い
」
と
断
言

し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
も
ど
う
思
う
か
。

答
世
界
遺
産
登
録
の

よ
う
な
一
時
的
か

つ
爆
発
的
な
誘
客
策
を
町

と
し
て
は
実
施
し
な
い
と

言
及
し
た
も
の
で
あ
り
、誘

客
策
を
実
施
し
な
い
と
の

意
味
合
い
で
は
な
か
っ
た

と
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
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目め

黒ぐ
ろ

仁じ
ん

也や
答 設計変更で進めたい

まずは新庁舎不落の
　原因検証を

問
入
札
不
落
後
設
計

変
更
で
進
め
た
い

と
の
答
弁
だ
が
手
順
が
疑

問
だ
。
決
定
し
た
も
の
を

変
え
る
の
は
、
今
ま
で
の

住
民
説
明
と
異
な
っ
て
く

る
。
ま
ず
は
原
因
検
証
と

住
民
説
明
、
そ
の
上
で
今

後
の
方
向
性
を
決
め
る
べ

き
だ
。

答
概
ね
は
ご
説
明
し

た
と
思
っ
て
い
る
。

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
14

億
に
収
ま
る
よ
う
設
計
変

更
を
検
討
し
た
い
。

問
今
迄
設
計
以
外
に

も
課
題
が
指
摘
さ

れ
て
き
た
。
執
行
者
と
し

て
全
体
総
括
を
ま
ず
す
る

の
が
手
順
だ
。
な
ぜ
い
き

な
り
設
計
変
更
の
判
断
か
。

答
形
状
等
に
大
き
な

変
更
は
な
く
進
め

て
い
る
。
設
計
変
更
が
ま

と
ま
っ
た
ら
議
会
に
も
説

明
し
た
い
。

問
変
更
設
計
の
契
約

や
予
算
は
あ
る
の

か
。答

契
約
は
６
月
30
日

で
終
了
し
て
い
る
。

そ
こ
は
ご
指
摘
の
通
り
今

後
成
文
化
し
た
い
。
無
償

で
対
応
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。問

予
算
と
契
約
の
な

い
5
億
の
設
計
変

更
が
進
ん
で
い
る
よ
う
な

も
の
だ
。
こ
の
ま
ま
継
続

さ
れ
る
の
か
、
こ
れ
は
役

所
の
仕
事
で
は
な
い
。

答
三
者
合
意
し
て
お

り
、
そ
れ
を
契
約

と
し
て
進
め
た
い
。

問
不
落
は
不
落
、
そ

の
時
点
で
設
計
と

関
連
予
算
に
根
拠
が
な
く

な
る
。
無
理
に
根
拠
づ
け

す
る
進
め
方
が
疑
問
だ
。

規
則
や
法
に
適
合
す
る
の

か
。答

そ
の
辺
は
検
証
し

て
い
る
。
14
億
円

に
収
ま
る
よ
う
再
入
札
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
。
ご
理

解
を
願
い
た
い
。

住
民
の
声
を
受
け
一
旦
留
ま
る
べ
き

答 

現
実
的
判
断
で
設
計
変
更

問
入
札
不
落
を
受
け
、

地
域
か
ら
様
々
な

厳
し
い
意
見
を
頂
い
た
。

５
億
円
と
い
う
多
額
な
違

い
が
生
じ
た
議
会
の
チ
ェ

ッ
ク
の
甘
さ
や
責
任
も
厳

し
く
問
わ
れ
て
い
る
。
今

後
の
財
政
見
通
し
や
集
落

の
状
況
等
身
近
な
課
題
が

山
積
し
て
い
る
時
、
庁
舎

に
巨
額
を
投
じ
て
い
い
の

か
と
い
う
声
も
あ
る
。
住

民
の
意
見
を
受
け
止
め
て

い
く
の
が
我
々
の
役
目
。

こ
こ
は
一
旦
立
ち
止
ま
っ

て
今
後
を
考
え
て
い
く
べ

き
だ
。

答
意
見
が
あ
る
の
は

知
っ
て
い
る
。
昨

日
今
日
始
ま
っ
た
こ
と
で

は
な
い
。
課
題
が
あ
る
中

で
議
論
し
議
決
い
た
だ
い

た
。
手
順
は
説
明
の
通
り

で
、
現
実
判
断
と
な
れ
ば

設
計
変
更
で
対
応
し
て
い

く
の
が
私
の
判
断
だ
。
そ

の
辺
の
ご
理
解
も
い
た
だ

き
た
い
。

元気いっぱいの明和小学校交通安全パレード

22

９
月
会
議

全
員
協
議
会

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト

陳
情
・
請
願

一
般
質
問

教
え
て
議
会
の
こ
と



議
員

鈴す
ず

木き

　

征す
す
む

奥
会
津
学
習
セ
ン
タ
ー
の

　
建
設
方
針
は

答 

増
築
を
決
定
し
た

問
奥
会
津
学
習
セ
ン

タ
ー
建
設
の
進
捗

状
況
は
。

答
昨
年
９
月
に
新
奥

会
津
学
習
セ
ン
タ

ー
基
本
計
画
書
を
作
成
し

た
が
、
先
の
６
月
会
議
の

一
般
質
問
を
受
け
て
、
既

存
施
設
の
増
設
を
含
め
て

再
考
し
た
結
果
、
既
存
施

設
増
築
を
決
定
し
た
。
今

会
議
で
増
築
の
た
め
の
設

計
費
を
計
上
し
て
い
る
。

問
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

答
今
会
議
で
の
設
計

予
算
が
承
認
さ
れ

れ
ば
、
平
成
28
年
４
月
か

ら
建
設
を
始
め
た
い
。
平

成
29
年
４
月
に
は
新
し
い

留
学
生
を
迎
え
て
入
居
で

き
る
計
画
で
進
め
て
い
き

た
い
。

問
増
築
に
よ
っ
て
、

ど
ん
な
こ
と
が
期

待
で
き
る
の
か
。

答 町内業者等を中心に
検討する

新庁舎建設への
　地元の関わりは

問
隣
の
南
会
津
町
で

は
、
町
内
の
企
業

で
役
場
建
設
を
始
め
て
い

る
と
聞
く
。
当
町
も
町
内

業
者
の
力
に
よ
り
、
役
場

新
庁
舎
建
設
を
進
め
る
考

え
が
あ
る
の
か
。

答
前
回
の
入
札
が
不

落
と
な
っ
た
結
果

を
踏
ま
え
、
次
回
は
町
内

を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
業

者
を
中
心
と
し
た
Ｊ
Ｖ
に

よ
る
入
札
執
行
を
検
討
し

て
い
る
。

問
役
場
建
設
は
高
上

り
に
な
っ
て
も
、

地
元
材
を
使
用
す
べ
き
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。

答
14
億
円
の
予
算
で

執
行
し
た
く
、
経

費
を
削
れ
る
と
こ
ろ
は
削

り
た
い
の
が
実
態
で
、
今

現
在
の
検
討
で
は
困
難
だ
。

問
地
域
住
民
に
と
っ

て
役
場
は
必
要
で

あ
る
。
14
億
円
の
予
算
内

で
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。

答
我
々
も
主
体
性
を

持
っ
て
意
見
し
て

い
る
が
、
議
会
議
員
と
し

て
の
意
思
を
き
ち
っ
と
決

め
て
い
た
だ
く
こ
と
も
大

事
と
思
う
。
町
長
と
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
に
説
明
し

て
い
る
内
容
で
何
と
か
庁

舎
建
設
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

答
地
元
の
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
は
、

多
様
な
価
値
観
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
と
接
す
る
学
習

環
境
が
で
き
あ
が
る
こ
と

で
、
切
磋
琢
磨
で
き
る
学

習
環
境
に
な
る
。
ま
た
、

只
見
高
校
は
小
規
模
な
が

ら
も
、
子
ど
も
た
ち
の
夢

を
実
現
で
き
る
高
校
と
し

て
、
奥
会
津
地
域
の
基
幹

校
と
し
て
存
続
で
き
る
と

考
え
る
。

学習センターで勉強に励む山村留学生
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議
員

石い
し

橋ば
し

明あ

日す

香か
答 発行主体をどうするかが課題だ 

地域通貨の導入を

問
地
域
通
貨
の
導
入

を
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
と
同

時
に
始
め
て
み
て
は
ど
う

か
。答

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
、
現
在

設
立
に
向
け
て
検
討
に
着

手
し
た
と
こ
ろ
だ
。
地
域

通
貨
は
地
域
内
の
経
済
循

環
を
促
し
、
相
互
扶
助
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
活

性
化
さ
せ
、
地
域
の
文
化

的
な
伝
統
継
承
に
も
役
立

つ
。
し
か
し
、
自
治
体
自

ら
が
実
施
主
体
に
な
る
こ

と
は
、
歳
入
歳
出
外
現
金

の
扱
い
に
関
す
る
法
律
の

関
係
か
ら
困
難
だ
。
既
に

導
入
済
み
の
地
域
通
貨
発

行
団
体
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
グ
ル
ー
プ
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
団
塊
世
代
の
主
婦
や

学
生
を
巻
き
込
ん
だ
団
体
、

地
域
の
共
同
体
基
盤
を
持

つ
団
体
が
多
い
。
逆
に
高

齢
者
が
発
行
主
体
だ
と
管

理
面
で
継
続
が
困
難
に
な

り
が
ち
だ
。
導
入
の
検
討

に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
通

貨
発
行
団
体
を
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
が
大
き
な
課

題
に
な
る
。

問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
社
会
福

祉
協
議
会
で
準
備
を
進
め

る
と
の
こ
と
だ
が
、
現
在

在
籍
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ

3
名
が
全
員
今
年
度
新
し

く
就
い
た
方
で
、
現
状
の

仕
事
に
慣
れ
る
の
に
精
一

杯
な
状
況
と
思
わ
れ
る
。

新
た
な
事
業
を
立
ち
上
げ

る
余
裕
が
そ
も
そ
も
あ
る

の
か
疑
問
だ
。
社
協
に
丸

投
げ
せ
ず
、
町
か
ら
の
人

的
・
業
務
的
支
援
は
す
る

の
か
。
ま
た
、
今
年
度
中

に
ど
こ
ま
で
準
備
を
進
め

る
計
画
か
。

答
確
か
に
人
材
が
新

し
く
懸
念
の
状
況

だ
。
直
接
業
務
に
口
を
出

す
こ
と
は
し
な
い
が
情
報

交
換
を
通
じ
て
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
。
ま
ず
は
先
進

地
を
視
察
し
、
年
度
内
に

法
人
設
立
を
目
指
す
。

問
地
域
通
貨
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
と
相
性
が
い
い
。
従
来

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
な
っ

て
い
た
労
役
務
に
地
域
通

貨
を
使
う
こ
と
で
、
人
材

も
経
済
も
地
域
内
で
回
る

よ
う
に
な
る
。
自
治
体
が

発
行
主
体
の
例
は
な
く
は

な
い
が
、
発
行
主
体
が
何

で
あ
れ
、
ぜ
ひ
町
で
後
押

し
し
て
ほ
し
い
。

答
社
協
で
の
導
入
は

人
材
不
足
も
あ
っ

て
現
状
難
し
い
が
、
今
後

ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
形
で

導
入
で
き
る
か
勉
強
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

※
他
に
、「
電
源
開
発
と

の
電
力
自
由
化
後
の
協
議

の
進
捗
」、「
町
の
新
規
建

築
物
計
画
と
既
存
建
物
の

利
活
用
を
含
め
た
全
体
計

画
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

現在使用されている、使い切り型の「只見町スーパープレミアム商品券」
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議
員

酒さ
か

井い

右ゆ
う

一い
ち

只
見
町
は

　
滅
亡
・
消
滅
し
な
い
の
か

答 
そ
う
い
っ
た
意
識
を
持
っ
て
い
な
い

問
只
見
町
は
首
都
圏

集
中
政
策
の
も
と
、

国
や
県
の
制
度
に
殉
じ
て

き
た
。
こ
れ
で
は
何
も
変

わ
ら
な
い
。
こ
こ
10
年
で

１
０
０
０
人
も
人
口
が
減

っ
て
い
る
。

　

過
去
、
現
職
ま
で
６
人

の
町
長
が
様
々
な
施
策
を

行
な
っ
て
き
た
が
、
地
域

の
衰
退
が
止
ま
ら
な
い
。

地
域
は
滅
亡
・
消
滅
に
向

か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

　

町
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

答
滅
亡
・
消
滅
と
い

う
危
機
感
覚
を
持

っ
て
い
な
い
。

問
何
を
根
拠
に
そ
う

言
え
る
か
。

答
根
拠
は
な
い
。
私

は
そ
う
思
っ
て
い

な
い
。

問
県
立
只
見
高
校
へ

の
支
援
は
適
法
か
。

答
適
法
と
断
言
で
き

な
い
。
只
見
高
校

存
続
を
か
け
た
地
域
政
策

と
し
て
今
日
が
あ
る
。

問
町
の
固
定
資
産
税

率
１
・
６
と
標
準

税
率
１
・
４
で
算
出
し
た

税
額
の
超
過
徴
収
差
額
は

い
く
ら
か
。

答
約
９
１
５
０
万
円

だ
。

問
決
算
書
を
見
る
と
、

概
ね
毎
年
１
～
２

億
円
以
上
会
計
積
立
が
可

能
と
み
る
。
こ
れ
と
超
過

税
額
の
約
１
億
円
で
年
間

２
億
円
以
上
を
用
意
で
き

る
と
み
る
。

　

町
は
存
亡
の
危
機
に
あ

る
。
金
は
生
き
物
だ
。
活

か
し
て
使
う
べ
き
だ
。
巨

大
な
建
築
物
に
未
来
を
託

さ
ず
、
人
に
未
来
を
託
す

べ
き
だ
。

答
そ
の
通
り
だ
。
今

建
設
を
計
画
し
て

い
る
建
物
は
そ
う
し
た
施

策
を
進
め
て
い
く
上
で
も

最
低
限
必
要
な
も
の
だ
。

問
新
生
児
か
ら
只
見

高
校
卒
業
ま
で
の

児
童
生
徒
を
持
つ
親
の
一

切
の
経
費
を
税
金
で
支
援

し
て
は
ど
う
か
。

　

こ
れ
は
日
本
全
国
に
例

が
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の

制
度
は
実
現
可
能
で
財
源

も
あ
る
。
重
大
な
地
域
政

策
と
し
て
只
見
高
校
存
続

も
含
め
た
大
き
な
視

点
を
持
つ
施
策
だ
。

教
育
の
分
野
の
み
で

は
な
く
町
の
最
重
要

施
策
だ
。
こ
れ
が
実

現
す
れ
ば
生
活
し
や

す
い
町
に
な
る
。
若

い
世
代
が
定
着
し
子

ど
も
が
生
ま
れ
る
。

若
年
人
口
が
増
え
る
。

若
者
に
よ
り
単
純
化

し
て
い
る
産
業
が
多

様
化
し
、
経
済
活
動

が
盛
ん
に
な
る
。
只

見
高
校
は
定
員
の
心

配
が
な
く
な
る
。
高

校
奨
学
金
も
不
要
。

児
童
生
徒
は
自
宅
通

学
が
可
能
で
現
在
の

山
村
留
学
施
設
も
使

命
を
終
え
る
。
こ
れ

は
検
討
す
べ
き
と
思

う
が
、
い
か
が
か
。

答
現
状
の
課
題

を
検
証
し
な

が
ら
第
７
次
振
興
計

画
な
ど
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

実質収支に関する調査（酒井右一議員作成資料）

７番議員　説明資料
総務厚生常任委員会：継続調査事項に関する調査書
一般会計の実質収支に関する調書から入力してください	 単位：千円

小沼町政下の財政 目黒町政下の財政運用

区分 H10年度
決算

H11年度
決算

H12年度
決算

H13年度
決算

H14年度
決算

H15年度
決算

H16年度
決算

H17年度
決算

H18年度
決算

H19年度
決算

H20年度
決算

H21年度
決算

H22年度
決算

H23年度
決算

H24年度
決算

H25年度
決算

H26年度
決算

歳入総額 5,406,000 5,664,362 6,176,320 5,498,980 4,700,633 4,249,812 4,357,205 4,299,322 4,771,792 4,701,555 5,254,695 4,470,826 5,244,369 6,574,539 7,462,324 6,801,178 6,355,794 
歳出総額 5,324,539 5,599,121 6,115,417 5,246,589 4,655,918 4,211,088 4,303,523 4,190,950 4,684,264 4,341,650 4,744,683 4,264,864 4,952,613 5,778,743 7,077,776 6,540,656 6,046,428 

歳入歳出差額 81,461 65,241 60,903 252,391 44,715 38,724 53,682 108,372 87,528 359,905 510,012 205,962 291,756 795,796 384,548 260,522 309,366 
1 継続費逓次繰越額 0 0 0 
2 繰越明許費繰越額 14,609 254 1,658 197,445 1,690 2,782 9,313 27,761 0 287,903 241,562 84,800 60,489 83,975 188,739 113,740 192,406 
3 事故繰越額 0 0 0 29,878 11,031 

繰越合計 計 14,609 254 1,658 197,445 1,690 2,782 9,313 27,761 0 287,903 241,562 84,800 60,489 83,975 188,739 143,618 203,437 
歳入歳出差額から　　
繰越額を引いた額（Ｂ） 66,852 64,987 59,245 54,946 43,025 35,942 44,369 80,611 87,528 72,002 268,450 121,162 231,267 711,821 195,809 116,904 105,929 

実質収支のうち
自治法233条2項基金繰入 40,000 50,000 30,000 40,000 22,000 18,000 23,000 41,000 44,000 40,000 180,000 70,000 120,000 500,000 100,000 102,647 72,414 

財政調整基金残高の推移 219,453 269,943 320,522 320,875 320,972 403,209 374,007 398,070 420,130 444,308 446,699 516,699 940,000 940,000 1,017,233 1,119,880 1,192,024 
81,461 65,241 60,903 252,391 44,715 38,724 53,682 108,372 87,528 359,905 510,012 205,962 291,756 795,796 384,548 260,522 309,366 

予備費の適正額：１０００万円から５０００万円まで
（福島県市町村財政担当課による見解）

1,400,000

1,200,000

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0
Ｈ
10
年
度
決
算

Ｈ
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年
度
決
算

Ｈ
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年
度
決
算

Ｈ
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年
度
決
算

Ｈ
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年
度
決
算

Ｈ
15
年
度
決
算

■繰越合計　■歳入歳出差額から繰越額を引いた額（Ｂ）　■財政調整基金残高の推移

Ｈ
16
年
度
決
算

Ｈ
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年
度
決
算

Ｈ
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年
度
決
算

Ｈ
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決
算

Ｈ
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算

Ｈ
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算

Ｈ
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決
算

Ｈ
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決
算

Ｈ
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年
度
決
算

Ｈ
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年
度
決
算

Ｈ
26
年
度
決
算
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議
員

山や
ま

岸ぎ
し

フふ

ミみ

子こ
答 保護者からは好評

学童保育試行の成果は

問
今
年
度
の
実
施
状

況
、
保
護
者
・
学

童
の
感
想
、
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
伺
う
。

答
今
年
度
に
つ
い
て

は
、
朝
日
振
興
セ

ン
タ
ー
や
朝
日
小
学
校
を

利
用
し
て
22
日
間
行
い
、

参
加
児
童
は
９
名
で
あ
っ

た
。
保
護
者
か
ら
は
、
来

年
度
も
実
施
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
概
ね
好
評
で
あ

っ
た
。
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

も
あ
り
、
一
層
の
工
夫
を

重
ね
て
い
き
た
い
。
な
お
、

３
地
区
で
の
実
施
は
現
状

に
お
い
て
は
ス
タ
ッ
フ
不

足
な
ど
の
課
題
が
あ
り
困

難
で
あ
る
。

問
４
年
後
の
入
学
児

童
は
只
見
で
２
名
、

朝
日
・
明
和
で
各
５
～
６

名
で
あ
る
。
児
童
が
少
な

い
中
、
子
ど
も
の
成
長
に

と
っ
て
学
童
保
育
の
充
実

は
重
要
な
役
割
を
果
た
す

の
で
は
な
い
か
。

夏休み子ども教室の１コマ

生
活
弱
者
へ
の
綿
密
な
配
慮
が
必
要

答 

相
談
者
の
立
場
に
立
っ
て
対
応
す
る

問
国
内
各
地
で
生
活

保
護
費
の
審
査
に

お
い
て
、
奨
学
金
を
収
入

と
認
定
し
生
活
保
護
費
を

減
額
さ
れ
た
と
の
問
題
が

起
き
て
い
る
。

　

学
ぶ
権
利
・
生
き
る
権

利
を
奪
う
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

答
学
ぶ
権
利
・
生
き

る
権
利
は
、
日
本

国
憲
法
を
尊
重
す
べ
き
立

場
に
あ
る
も
の
と
し
て
、当

然
守
ら
れ
る
べ
き
権
利
と

し
て
強
く
認
識
し
て
い
る
。

　

生
活
保
護
費
の
調
査
・

認
定
は
、
町
に
お
い
て
直

接
判
断
す
る
こ
と
は
な
い

が
、
事
前
相
談
な
ど
に
お

い
て
丁
寧
な
対
応
を
心
掛

け
、
橋
渡
し
役
を
担
っ
て

い
き
た
い
。

問
生
活
保
護
制
度
は
、

生
活
困
窮
し
た
と

き
の
最
後
の
拠
り
ど
こ
ろ

だ
。
自
治
体
の
役
目
、
政

治
の
役
目
は
生
活
弱
者
の

暮
ら
し
を
守
る
こ
と
が
使

命
で
あ
る
。
悩
ん
で
い
る

方
に
情
報
を
提
供
す
る
く

ら
い
の
配
慮
は
必
要
で
は

な
い
か
。

答
相
談
者
の
立
場
に

立
っ
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。

答
教
育
的
側
面
か
ら

言
え
ば
き
わ
め
て

重
要
で
あ
る
。

問
子
育
て
支
援
・
少

子
化
対
策
の
推
進

に
関
す
る
条
例
が
、
絵
に

描
い
た
餅
に
な
ら
な
い
よ

う
提
言
す
る
。
若
い
人
の

出
会
い
か
ら
、
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
・
教
育
を
含

め
、
日
本
一
子
育
て
し
や

す
い
町
に
す
る
た
め
心
血

を
注
い
で
取
り
組
む
べ
き

で
は
。

答
議
員
と
同
じ
思
い

だ
。
対
外
的
に
も

誇
れ
る
町
に
す
る
た
め
環

境
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
。
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教えて！議会のこと Vol.5

９月の決算議会って

　　　何をするの？ブナりん
イワっぺ

アカショウちゃん

今回は、議会で行う決算審査について、決算特別委員長に聞いてみました。

只見町キャラクター ©Tadami

ブナりん　９月の議会は、
「決算議会」ってよく聞く
けど、どういう事なのかな
あ。

決算委員長　決算認定制度というものがあ
って、前年度の歳入歳出予算が適正に使わ
れ、主要施策が適正に行なわれたか、それ
を認定する議会が決算議会なんだよ。

ブナりん　決算認定制度ってなに？

決算委員長　決算認定制度には大きく三つ
の意義があるんだよ。その中で重要なこと
を話すよ。
１．予算が正しく使われたかどうかをチェ
ックすること

２．お金を使っただけの効果があったかど
うかを確認すること

３．その後の予算を立てるときや使うとき
に反省として生かすこと

ブナりん　主要施策ってなに？

決算委員長　役場の各課でその年度に行な
う重要な事業のことだよ。

イワッペ　なるほどねえ。
でも予算のときに審議して
いるんでしょ。

決算委員長　それはそうだけど、予算はあ
くまでも計画で、実際に計画通りに行われ
たかを検証しなければいけないんだ。

アカショウちゃん　へえ、大
変そうだねえ。だから、特別
に委員会をつくって何日も会

議しているんだね。

決算委員長　そうだよ。委員会の最後には
予算の使い道が適正でなかったものを、委
員会の中でまとめて指摘した上で認定する
んだ。

ブナりん　だから、日数がかかるんだね。

決算委員長　そうだね。予算の審議と９月
の決算の時はどうしても長くなりやすいん
だ。

27

９
月
会
議

全
員
協
議
会

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト

陳
情
・
請
願

一
般
質
問

教
え
て
議
会
の
こ
と



　７月、総合的な学習の時間に
新國勇さんから只見の自然や歴
史について教えていただきまし

た。その中で心に残ったことが二つあります。
　一つ目は、草花を使った遊びです。「鉄砲草
遊び」は一見何気ない草を丸めて筒を作り、
手で勢いよくたたくと「ポン」と大きな音が出
て驚きました。二つ目は、叶津番所や河井記
念館で只見の歴史のすごさが感じられました。
　今まで知らなかった新しい発見ができ、み
んなに教えたくなりました。

　私が思う只見町の良いところ
は自然です。只見町は去年、ユ
ネスコエコパークに登録されま

した。只見の自然はとてもきれいで豊かだ
し、植物も動物もたくさんいます。だからユ
ネスコに登録されたのではないかと思いまし
た。それに、たくさんの植物や生き物が生き
てこれたのは、人間が木を伐らず、大切にし
ていったからだと思います。なので、私も只
見町のいいところである自然を大切にしてい
きたいです。

　只見町は、二つのよさがある
と思います。
　一つ目は、自然豊かなことです。

木々がたくさんあり、春夏秋冬がはっきりして
いてきれいです。二つ目は人です。地域の方々
がいつも登下校時に挨拶をしてくれたり、学校
行事などで協力してくださいます。幕末に長岡
藩の人々のために、食料や宿の世話をしてくれ
たことにもつながっていると思いました。
　これからももっともっと只見のよさを見つ
けたいです。

　只見町はユネスコエコパーク
にも登録され、「活気あふれる
住みよい町」に近づいてきたと

思います。これからもどんどん、只見町をア
ピールしていきたいと思います。
　一方、高齢化は進んでいます。老人の割合
も数字ではっきり出されています。しかし、
最近私は思います。それは、しかたがない事
ではないのかと。
　確かに只見町の将来は大切です。しかし、
それよりも私は「今」を大切にしたいです。

　

今
、
日
本
は
地
方
創
生

花
盛
り
。
人
口
減
少
が
国

全
体
の
問
題
と
な
り
、
何

と
か
都
市
に
流
れ
る
人
口

を
地
方
に
と
ど
め
ら
れ
な

い
か
、
都
市
か
ら
地
方
へ

の
人
の
流
れ
を
つ
く
ろ
う

と
全
国
の
市
町
村
が
そ
れ

に
知
恵
を
絞
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が「
地
方
創
生
戦
略
」

で
只
見
町
で
も
年
内
を
目

途
に
計
画
づ
く
り
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
町
民
の
皆
様
に
と
っ

て
も
大
切
な
計
画
で
す
。

審
議
内
容
な
ど
随
時
お
知

ら
せ
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
活
気
あ
る
元
気

な
町
づ
く
り
に
再
挑
戦
で

す
。	

（
目
黒
仁
也
委
員
）
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只見のよさ

「今」を大切に

只見のすばらしさ再発見

只見町のいいところ

只見小学校 6年 

小
お

野
の

　佑
ゆ

月
づき

只見中学校 １年

服
はっ

部
とり

　杏
あん

菜
な

只見小学校 6年

鈴
すず

木
き

　　涼
りょう

只見中学校 1年

鈴
すず

木
き

　舞
まい

花
か
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